
   

 

   令 和 ７ 年 ７ 月 １ 日 

国土交通大学校 総務課 

  

第７回 国土交通大学校ウェブフォーラムを開催します 

～ 自然災害に強靱な国土・地域づくりの推進 ～ 

 

国土交通大学校では、これまでの研修の中で、国土交通行政に関わる第一線の有識者等に

よる講義を数多く実施してきました。このような有識者等の貴重な知見等を、国土交通大学

校の研修にとどめず、国土交通行政関係者や一般の方々にも広く展開したいと考え、令和２

年度より、オンラインによる講演会を実施しています。 

この度、第７回フォーラムを、来る８月２０日（水）１４：００～１６：１５に「自然災

害に強靱な国土・地域づくりの推進」を全体テーマに開催いたします。  

多くの皆様のご参加をお待ち申し上げております。  

日  時 令和７年８月２０日(水) １４：００～１６：１５ 
 

演  題 

 

 ～ 自然災害に強靱な国土・地域づくりの推進 ～ 
 

14：05～15：05 

「国土強靱化の新たな展開」 

小林 潔司 京都大学名誉教授（国土強靱化推進会議議長） 
 

15：15～16：15 

「『南海トラフ巨大地震』に正しく備えるために」 

平田 直  東京大学名誉教授（元東京大学地震研究所長） 
 

申込方法 国土交通大学校ホームページ（https://www.col.mlit.go.jp/）に開設する

申込フォーム（７月７日（月）開設予定）に入力してお申込みください。 

※定員を超える申し込みを頂いた場合、受付を終了させていただくことがご

ざいます。 

視聴方法 上記申込フォームから事前登録を頂いたメールアドレスに、当日聴講用の

URLをお送りします。 

定員 １０００名程度（先着順） 

参加費 無料 

【問合せ先】 国土交通大学校 小平校 総務課総務係 (内線 2225・内線2226) 

TEL：042-321-1541（代表）、042-321-1542（直通）  



（14:05~15:05）・国土強靱化の新たな展開

令和７年８月２０日(水） 14:00～16:15

小林 潔司 京都大学 名誉教授
（国土強靱化推進会議議長）

14年前の東日本大震災で、広く国民は従来の想定をはるかに超える災害が実際に
起こり得ること、またそれに対し現在の技術や知識を総動員しなければ到底克服
できないことを知りました。そして、国を挙げた取組である「国土強靱化」が
生まれました。
令和６年能登半島地震から得た教訓等も踏まえ、本年６月に策定された「実施

中期計画」などの最新情報を交えながら、改めて国土強靱化推進の意義、地方も
含めた新たな政策展開の姿について、政府有識者会議の議長より講演いただきます。

・「南海トラフ巨大地震」に正しく備えるために

～ 自然災害に強靱な国土・地域づくりの推進 ～

【開催方法】本フォーラムは
Microsoft Teamsを使用し、
オンライン上で開催します。視聴無料

（事前申込みが必要です）

国土交通大学校ウェブフォーラム

主催 国土交通省国土交通大学校

どなたでもご覧いただけます。

（15:15~16:15）
平田 直 東京大学 名誉教授
（元東京大学地震研究所長）
令和６年には、１月１日に能登半島でマグニチュード（M）7.6の大地震が発生

し、８月８日には日向灘でM7.1の地震が発生しました。気象庁は、日向灘の地震
を受けて「南海トラフ地震臨時情報」を発表しました。南海トラフ沿いでは、巨大
地震がいつ起きてもおかしくない状況です。本年３月末には、約10年ぶりに「南海
トラフ巨大地震」の新たな被害想定が公表され、甚大な被害が予想されています。
地震災害が多い日本では、適切な対応のために、地震への正しい理解と震災への

備えが不可欠です。本講演では、過去の災害の教訓と今後の備えをご紹介いただき
ます。

国土交通大学校は、国土交通行政に関して、国や地方公共団体等の職員に対し
研修を行う国土交通省の研修機関であり、国土交通行政に関わる第一線の有識者等
による講義も数多く実施しています。

このような有識者等の貴重な知見等は、国土交通大学校内の研修にとどまること
なく、国土交通行政関係者や一般の方々にも広く展開していくべきものと考え、
ウェブフォーラム形式による講演会を実施しています。

ぜひ、ご聴講ください。

第７回



講師紹介

国土交通省国土交通大学校では、当校で定めたプライバシーポリシーに基づいて、個人情報等を適切に取り扱っています。https://www.col.mlit.go.jp/

京都大学 名誉教授
内閣官房国土強靱化推進
会議 議長

こばやし きよし

小林 潔司

昭和51年京都大学工学部土木工学科卒業、昭和53年同大学大学院工学
研究科修士課程修了。工学博士。京都大学助手、鳥取大学助教授、教授、
京都大学教授を経て、現職。第106代土木学会会長、米国土木学会
副編集委員長、応用地域学会会長、グローバルビジネス学会理事長、
京都大学経営管理大学院院長、IIASA、OECD、WHO、WB研究員等を
歴任。現在、内閣官房国土強靭化推進会議議長、国土交通省社会資本
整備審議会会長代理、同計画部会会長、同交通政策審議会臨時委員、
日本学術会議連携会員、日本アセットマネジメント協会会長、関西空港
調査会会長、RSAIアジア・太平洋地域代表フェロー、日本工学会
フェロー等に従事。

（主な著書）「グローバルロジスティックスと貿易（共編著者）」、
「国際標準型アセットマネジメントの方法」、「これからの都市・地域
政策」等

（主な受賞）土木学会功績賞（2021）、土木学会論文賞（2017、2012、
2007、2000、1994） 、交通文化賞（2018） 、ベトナム教育功労章
（2013）、RSAI Fellow Award（2013）等

申込方法

・国土交通大学校ＨＰ（https://www.col.mlit.go.jp/）内の「国土交通大学校
ウェブフォーラム」のページに開設する申込フォーム（７月７日（月）開設予
定）に入力してお申し込みください。※定員を超える申込をいただいた場合、受
付を終了させていただくことがございます。

視聴方法
・上記申込フォームから事前登録を頂いたメールアドレスに、当日聴講用のURL
をお送りします。

定員 ・１０００名程度（先着順）

参加費 ・無料

視聴環境等

・当フォーラムはオンライン上で開催します。
（マイクロソフトTeamsのウェビナー機能を使用）

・インターネット環境があれば、通常のブラウザーで視聴可能となります。
・視聴いただく環境によって、ご覧いただけない場合もあります。
また、視聴にかかる通信費用等は視聴する方の負担となります。

・進行により講義の開始・終了時間が変更になる場合があります。
・講義内容、資料について、録画、録音、撮影することはお断りします。

〒187-8520 東京都小平市喜平町2-2-1
国土交通省 国土交通大学校 総務部総務課 電話：042-321-1541

ひらた なおし

平田 直
東京大学 名誉教授
元東京大学地震研究所長

昭和53年東京大学理学部地球物理学科卒業、昭和55年同大学大学院理学
系研究科修士課程修了。理学博士。東京大学助手、千葉大学助教授、
東京大学地震研究所助教授、同研究所教授、同所長、国立研究開発法人
防災科学研究所参与・首都圏レジリエンス研究推進センター長を経て、
現職。専門分野は地震学・地震防災。首都直下地震や南海トラフ地震
などの巨大地震の解明とともに、被災した社会機能の回復についての
研究を行う一方で、防災教育などにも取り組む。南海トラフ巨大地震
モデル・被害想定手法検討会会長、地震調査研究推進本部地震調査委員
会委員長、南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会会長、地震予知
連絡会委員、一般社団法人防災教育普及協会会長。

（主な著書）「地震を知って震災に備える 」、「首都直下地震 」、
「地殻災害の予知と地震火山観測研究計画」、「地殻災害の軽減と
学術・教育」等

（主な受賞）内閣府 平成29年度防災功労者内閣総理大臣表彰（2017）

https://www.col.mlit.go.jp/

